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１．事業概要１．事業概要
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事業概要（１） システムインテグレーション

システム（業務ソフトウェア＋ハードウェア＋ネットワーク）
のオーダメイド開発

– 企画・提案

– 要件定義

– 設計

– 製造

– 試験

– 提供

– 維持管理
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２．これまでの取組み２．これまでの取組み
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第１回目の導入

書籍の情報をもとに１担当で実施

ＡＢＰの考え方が中心
– ベータ分布

– 学生症候群

結果はまずます
– ２０％～３０％の期間短縮

– 財務上の効果は確認できず

ＡＢＰ（Aggressive But Possible）＝積極見積り
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第２回目の導入

本格的な効果の実現をめざす

– 思考プロセス

– リレーの考え方

– バッファ管理

– 方針・評価尺度･行動（ＰＭＢ）を変える

– ５プロジェクトに適用
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バッファ管理例

DD
他PJで再試験
発生(-4~5D)

DD
CC担当者ダウン（-3D）

PD
流用可能業務の
レクチャーでPDを

短縮！（+4D）

PD
先行タスク（品質評価
会議）をとばしてUTに

着手（+1D）
こまめなレビューで進

捗回復を図る

UT
先行タスク（UT試験項目

作成）をとばしてUTレ
ビューに着手（+2.5D）

UT
追加試験発生

M
CC担当者の体調
回復せず（-数D）

12/6

12/9
12/12

12/13,15,19

12/20,22

12/26

12/28

1/5,11

1/13

1/17

1/18 1/24,25

1/27

1/31 2/1

2/7

2/10

2/15
2/17

2/22 2/27,3/1

3/9
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新しい方針（Ｐ）・評価（Ｍ）･行動（Ｂ）

個々のタスクの完了遅延を問題にしな

いこと

担当メンバが手空きでいることを問題

にしないこと

担当メンバがすぐに着手し、１００％注

力し、完了したらすぐ次に渡すことを重

視すること
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0 20 40 60 80 100 120

プロジェクト１　　　　従来計画

(31.5Ks)　ＣＣＰＭ理想

ＣＣＰＭ現実

ＣＣＰＭ実績

プロジェクト２　　　　従来計画

(37.2Ks)　ＣＣＰＭ理想

ＣＣＰＭ現実

ＣＣＰＭ実績

プロジェクト３　　　　従来計画

(9.8Ks)　ＣＣＰＭ理想

ＣＣＰＭ現実

ＣＣＰＭ実績

プロジェクト４　　　　従来計画

(38.8Ks)　ＣＣＰＭ理想

ＣＣＰＭ現実

ＣＣＰＭ実績

プロジェクト５　　　　従来計画

(3.5Ks)　ＣＣＰＭ理想

ＣＣＰＭ現実

ＣＣＰＭ実績

期間（実働日）

-２７％

-３５％

-２３％

-１２％

-７％

-２６％

-２４％
-３０％

-３３％
-３０％

プロジェクト期間の短縮
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第2回目の導入の評価

プロジェクト期間
– 従来期間に対し最大30％程度短縮

品質
– 期間短縮に伴う品質への悪影響は確認されず

スケジュールの作成には課題が残った
– 習熟不足＋追加作業の扱い

バッファ管理は、有効に機能した
– 管理のフォーカス＋問題の早期検出

ＴＯＣの本来の効果が出たとはいい難い
– ２倍～３倍の生産性向上を期待

– ＣＣＰＭの理解が不十分では？
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３．正しいＴＯＣの導入に向けて３．正しいＴＯＣの導入に向けて
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正しいＴＯＣの導入に向けて

思考プロセス 本格的

– 統括部の幹部クラスを中心に実施

– ゴールの確認

– 中核対立、ＣＲＴ、ＦＲＴ、ＰＲＴ
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４．乗り越えるべき課題４．乗り越えるべき課題
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ＨｏｗとＷｈｙ 行動の背後にあるもの

実施方法

方針・評価

世界観（仮定）

Ｈｏｗ
・どのように行動しているか

Ｗｈｙ ＝ 論理的制約
・なぜ、今の行動をしているか
・どのような考え方をしているか
・世界をどのように理解してい

るか
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ＣＣＰＭは、方法論だけでは機能しない

期日管理

従来の
方針・評価

従来の世界観

ＣＣＰＭ

従来の
方針・評価

従来の世界観

ＣＣＰＭ

ＴＯＣに基づく
方針・評価

ＴＯＣの世界観
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乗り越えるべき課題

論理的制約を特定し、それを打ち消す新しい世界観を見

つける

新しい世界観を共有する

思考プロセスによる再検討とＢｕｙ－Ｉｎ
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ＵＤＥ（好ましくない事象）

ＵＤＥ１ 競争力のある価格を提示できない

ＵＤＥ２ グループリーダがしばしば過負荷になる

ＵＤＥ３ 新しいプロジェクトにアサインできるグループ
リーダがいない

ＵＤＥ４ 新規分野の営業戦略が機能していない

ＵＤＥ５ 納期を守るために大きな安全余裕が必要で
ある
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ＵＤＥクラウド 新しいプロジェクトにアサインできるグループリーダがいない



19Copyright(C)2006 NTT DATA Corporation

ＵＤＥクラウド 新規分野の営業戦略が機能していない
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ＵＤＥクラウド 納期を守るために大きな安全余裕が必要である
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ジェネリッククラウド
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中核対立と根本問題

D
既存の枠組み（仕組み、リソー
ス、お客様）の中でベストを尽
くすようプレッシャーを感じる

B
既存のビジネスを
確保しなければな

らないと思う

D’
新しい市場のニーズに応
えることにベストを尽くす
ようプレッシャーを感じる

C
新しい市場を開
拓しなければな

らないと思う

A
われわれは、現在およ
び将来にわたって利益
を上げ続けたいと思う

２００（妥協）
新しい市場のニーズに応えようと
努力するが既存の枠組みの中で

ベストを尽くさざるをえない

１４０（根本問題）
既存の枠組みのなかでベスト
を尽くすことが市場のニーズに
応える仕組みになっていない

１３０（Ａ）
新しい市場のニー
ズは既存のビジネ

スのそれとは異なる

１１０（Ｆ）
既存のビジネス
領域の成長が鈍

化している

１００（Ｆ）
当分の間、既存のビ
ジネスで大部分の
売上げをまかなう

１２０（Ａ）
既存の仕組
みより良い方

法はない



23Copyright(C)2006 NTT DATA Corporation

ＣＲＴ（中核対立とＵＤＥ）

D
既存の枠組み（仕組み、リソー
ス、お客様）の中でベストを尽
くすようプレッシャーを感じる

B
既存のビジネスを
確保しなければな

らないと思う

D’
新しい市場のニーズに応
えることにベストを尽くす
ようプレッシャーを感じる

C
新しい市場を開
拓しなければな

らないと思う

A
われわれは、現在およ
び将来にわたって利益
を上げ続けたいと思う

２００（妥協）
新しい市場のニーズに応えようと
努力するが既存の枠組みの中で

ベストを尽くさざるをえない

１４０（根本問題）
既存の枠組みのなかでベスト
を尽くすことが市場のニーズに
応える仕組みになっていない

１３０（Ａ）
新しい市場のニー
ズは既存のビジネ

スのそれとは異なる

１１０（Ｆ）
既存のビジネス
領域の成長が鈍

化している

１００（Ｆ）
当分の間、既存のビ
ジネスで大部分の
売上げをまかなう

１２０（Ａ）
既存の仕組
みより良い方

法はない

ＵＤＥ１
競争力のある価格

を提示できない

ＵＤＥ２
グループリーダがし
ばしば過負荷になる

ＵＤＥ３
新しいプロジェクトにアサインで
きるグループリーダがいない

ＵＤＥ４
新規分野の営業戦略

が機能していない

ＵＤＥ５
納期を守るために大きな
安全余裕が必要である
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今後の取組み

合意の形成

– 中核対立・根本問題

– 新しい世界観

失敗と困難を恐れず継続する

「何かをしようとすれば、失敗を避けることはできない。逆に言
えば、失敗せずにできるようなことは、たいしたことではない」
（ジェフ・ケラー）
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おわりおわり


